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4. 活性型カスパーゼ3はELISAにて測定した。LC3-I，LC3-II, beclin1, Bcl-2，Baxは, イムノブロット
法にて検出した。 
5. 細胞生存率はMTT assayにて，細胞傷害性はLactate dehydrogenase (LDH)release assayにて測定し

































































氏  名  （ 古川  禎伸）  
論文審査担当者 















 本研究は、腫瘍融解性ウイルスである単純ヘルペスウイルス 1 型 RH2 株による扁平上皮癌細胞にお
けるオートファジーの誘導について検討したものである。その結果、RH2 感染細胞での LC3 の発現亢
進、LC3-I から LC3-II への変換、オートファゴソーム形成からオートファジーの誘導が明らかとなっ
た。さらに、オートファジーの阻害で細胞傷害が抑制されたことより、オートファジーは細胞傷害に働
くことが示唆された。 
以上は、扁平上皮癌細胞での腫瘍融解性ウイルス感染による細胞変性におけるオートファジーの関与
を示すものであり、博士(歯学)授与に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
